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きらら学童クラブでは、最近USENに
よる音楽を流しております。聞き慣れ
た音楽が流れると踊り出す子どもたち
がたくさんいます！「先生！知らない
の！？教えてあげる！」とダンスの先
生になってくれます。そんな子どもた
ちの要望に応え、特設ステージを作っ
たりもしました！とてもキレッキレの
ダンスで盛り上がりました！

みんなでシャル・ウィ・ダンス！？

小松先生がラーメンが大好きなことは皆さ
ん知っていることだと思います。小松先生が、
ラーメン屋で注文するものは、大体決まって
います。
辛いラーメン＋チャーシュー丼。このセット
をいつも注文しています。
でも実は小松先生…胃腸が弱いんです(泣)辛
いものを食べてお腹が痛くなるのがわかって
いるのに、食べたくなっちゃいます。最近食
べたラーメンは、右の写真です。どこのラー
メン屋かわかった人は教えて下さい！また、
ラーメンについて気になることがあれば、
色々聞いてくださいね！ チャーシュー丼

メニューでは「今日のご飯」と書いてあるよ！

ゴマ辛めん
お麩が乗っているのが特徴！お肉は軟骨が入ってました！

どこのラーメン屋さん
かわかるかな？

肌に感じられる風も涼しさから冷たさに
変わり、少しずつ冬の訪れを感じるように
なってきました。寒さにも負けず、「ただ
いま！」と元気に挨拶をして学童に入って
くる子どもたち！先生たちも負けずに元気
に挨拶をしていきたいと思います！11月は
きららでどんな思い出ができるかな？



１１月１５日は「七五三」で日本の伝統行事で
す。今では子どものイベントとして当たり前のよ
うに行われていますが、本当の意味をご存知で
しょうか？現代では「七五三」は一つの行事のよ
うに捉えられていますが、室町時代には、三歳
「髪置（かみおき）」、五歳「袴着（はかま
ぎ）」七歳「帯解（おびとき）」と年齢による行
事が行われており、「髪置」は髪を剃ることで病
気予防や長生きを願い、「袴着」や「帯解」は、
大人になる第一歩の儀式として行われていました。
お参りは「満年齢」で行うのが一般的だそうです。

なぞなぞにチャレンジ！

春、夏、秋、冬、一年の
中で一番長いのはどれで
しょうか？

答えは
先生に聞いてみてね★

今月も素敵な写真が撮れま
した＼(^o^)／
毎月お配りしている、「み

んなのおもいで」のQRコー
ドを読み取っていただきぜひ
ご覧になってください！

今月のベストショット！！

１０月３０日(月)、秋の遠足として
「くまくま園」に行きました♪かわいい
子ぐまや大きなヒグマを見て、子どもた
ちはおおはしゃぎ！みんなでお弁当を食
べたり、内陸線の電車に乗って紅葉など
秋の景色を楽しみました。今後も子ども
たちに楽しんでもらえる遠足などイベン
トを行っていきたいと思います！
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